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資料概要

本書は、近世日本において起きた災害に対して、人々
がどのように対処したのかを、「呪術」「終末」「慰霊」「象
徴」をキーワードに当時の記録を紐解き、宗教学的な視
点から災害を捉え直そうとするものである。
取り上げられる災害は、①明暦の大火 (1657 年 )、②近
江・若狭地震 (1662 年 )、③享保の大飢饉 (1732~33 年 )、
④浅間山天明大噴火 (1783 年 )、⑤天明の大飢饉
(1782~88 年 )、⑥島原大変肥後迷惑 (1792 年 )、⑦天保
の大飢饉 (1833~39 年 )、⑧安政江戸地震 (1855 年 )、⑨
安政コレラ大流行 (1858 年 )、⑩文久麻疹大流行 (1862
年 ) の、天変地異、大火、飢饉、疫病である。
仮名草子作家・朝井了意『かなめいし』、『むさしあぶ
み』、藤野達善の『飢人地蔵物語』などを「災害見聞記」
として読み解き、供養塔や地蔵像の銘文から災害死者の
呼び方を調べ、生者の死者に対する認識を改め、「鯰絵」
「コレラ絵」などの錦絵が分析される。
これらから分かるのは、当時の人々の災害との向き合
い方と心のありようである。呪文を唱える、家に札を貼
る、神社に参詣してご神託を求める。人々は非日常的で
強力な力を目の当たりにして「終末」が意識される。
こうした災害では、身元の判明しない死者が数多く発
生し、ときには否応なく集団埋葬が行われ、個々人の死
とは違った慰霊が行われる。個別埋葬できない「無縁死
者」が生じる一方で、生者も死者個人の所在を特定でき
ないことで「無縁の生者」化する。喪失したものが他の

生者と共有され、生者のトラウマの緩和・治癒にもつな
がっていく。こうした「無縁」の概念は、災害を克服す
るための認識論的、実践的努力であったと著者は考える。
「災害錦絵」と総称する錦絵を、災害を認識化、象徴
化するものとして分析する第五章、第六章も興味深い。
災害錦絵とは、災害時に流行した「鯰絵」「はしか絵」「コ
レラ絵」などであり、護符や鎮静祈願の意味のほか、疫
病養生の心得を説いた。このうち鯰絵では、鹿島大明神
と鯰とが象徴変換された例があり、その理由を災害ユー
トピアや災害世直しと関連づけて考察されている。
「災害はなぜ起きたのか」「どうすれば防げるのか」。
災害錦絵は、近世の人々がさまざまな災害をどのように
解釈し認識したか、災害に際してどのような行動をとっ
たかを伝えている。本書はこうした災害錦絵の興味深さ
もあらためて教えてくれる。
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右の「麦殿は…」の歌は江戸期の麻疹除けのまじないとされるもの。「麦殿」は半田稲荷の祭神。
疫病除けには、麦殿のほか、鍾馗様、鎮西八郎為朝、牛頭天王など、多くの「ヒーロー」がいて、
種痘が導入されてからは保赤牛痘菩薩や牛痘児も現れた。逆に悪玉も擬人化される。右下図『はや
り病の錦絵』の表紙で大勢に組み伏せられているのは酒呑童子風の麻疹神。
下左図のＣ.アウエハント著『鯰絵』の表紙では、地震を起こすと考えられていた鯰の頭の上に、
鯰が動かないよう「かなめいし」が据えられ、それを押さえる鹿島大明神が民衆に崇められている
様子が描かれている。中央の『鯰絵 震災と日本文化』は大判で、図版を見る楽しみもある。


